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源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

連
続
講
座　

紫
式
部
と
そ
の
時
代

第
９
回『
源
氏
物
語
』と
早
歌
―
鎌
倉
武
士
の
教
養
と

し
て
の『
源
氏
物
語
』―

　
鎌
倉
武
士
に
と
っ
て
、
京
都
の
貴
族
文
化
は
憧
れ
で
し

た
。
彼
ら
が
好
ん
だ
長
編
歌
謡
で
あ
る
早
歌
か
ら
、
教
養
の

源
泉
と
し
て
の『
源
氏
物
語
』に
注
目
し
ま
す
。

時
2
月
21
日（
金
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
付
は
午
後
1
時

半
～
）　
所
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
定
抽
80
人　
講
植

木
朝
子
さ
ん（
同
志
社
大
学
教
授
）　
￥
600
円　
申「
連
続
講

座
第
9
回
」、
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
を
、
1
月
31
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
往
復
は
が

き
・
E
メ
ー
ル
で
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
〒
611
・
0
0
2
1

宇
治
東
内
45
‐
26　

kozam
useum

@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
１
講
座
１
人
ま
で

（
持
参
の
場
合
は
、
返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
）。
各
申
し
込

み
方
法
で
の
重
複
応
募
不
可
。

問
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（

39
・
9
3
0
0
）

紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクト

市立ひがしうじ幼稚園 
7年度の入園児を引き続き募集しています7年度の入園児を引き続き募集しています

問学校教育課（ 20-8757）、東宇治幼稚園（ 39-9290）

《対象》保護者と共に市内に住んでいる幼児
　◎3年保育（3歳児）＝令和3年4月2日～ 4年4月1日生まれ
　◎2年保育（4歳児）＝令和2年4月2日～ 3年4月1日生まれ
　◎1年保育（5歳児）＝平成31年4月2日～令和2年4月1日生まれ

《願書等の交付》�東宇治幼稚園・同課窓口で交付（市ホームページから印刷も出来ます）
《申し込み》直接、東宇治幼稚園へ　《入園の決定》後日保護者あてに郵送

園　名 所 在 地（※１） 電話番号（※１） 募集人数

ひがしうじ幼稚園 五ケ庄梅林官有地  39-9290 3 ～5歳児 合計100人（※2）

※1　 所在地・電話番号は、現 東宇治幼稚園と同じ
※2　 空き状況は東宇治幼稚園へ問い合わせてください。募集は、進級予定人数と

入園希望者の合計が定員に達し次第終了します。

詳しくはこちら

時
2
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）午
前
9
時
40
分
～
午
後
3
時

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
宇
治
ま
な
び
ん
ぐ
フ
ェ
ス
タ
は
生
涯
学
習
活
動
に
取
り
組
む
人
の
発
表
と
交
流
の
場
で

す
。
来
場
者
と
出
展
者
の
皆
さ
ん
で「
ま
な
び
」あ
い
な
が
ら
楽
し
く
交
流
を
は
か
り
ま
す
。

工
作
や
様
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
し
く
は
主
な
公
共
施
設
に
あ
る
チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
出
来
ま
す
。

第
３２
回
市
民
ま
な
び
の
集
い

宇
治
ま
な
び
ん
ぐ
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
5
0
0
）

　会員の皆さんの定例活動のうち、どんぐりの植樹や鹿の食害防止ネットの設置の現場を拝見しました。森林や環境に対
する意識が高く、活動につながることにアンテナを張って独自で学ぶなど、自然と触れ合う活動をやりがいを持って実施さ
れています。フォレスターうじに参加されたきっかけは、「小さい頃によく山遊びをしており、山での活動に親しみがあった」
「森林公園で活動されている方を見て、興味を持った」とお話しいただきました。
　活動していく上での課題の一つに「人」を挙げておられました。具体的な活動内容の周知が十分ではないため、参加しづ
らいのではないかと考えておられ、イベントを開催することで活動を知ってもらい、協力する人の増加につながればとお話
しいただきました。
　自然の中で学び・経験することは、人を大きく成長させると考えています。今回のミーティングでいただいた意見の中で、
「今しなければならないこと」「将来に向けてしていくこと」を精査しつつ、次世代に引き継ぐため、今後も力を合わせて地域
の森林を守り、市民の皆さんにとって親しみやすい森林公園となるように引き続き整備を続けていきます。

宇治市長　松
まつむら

村　淳
あつこ

子

　25年以上、天ヶ瀬森林公園内の遊歩道
周辺の雑木林等の整備をはじめ、地域イベ
ントへの参加を通じて森林の大切さを伝え
るボランティア活動をされている「フォレ
スターうじ」の皆さんと意見交換を行いま
した。
問秘書広報課（ 20-8701）

森林を次世代につなぐ

宇治市公式 LINE宇治市公式 LINE で で 
イベント・講座イベント・講座等の等の予約ができるようになりました

問秘書広報課（ 20-8704）
　6年12月に市公式LINEのメニューをリニューアルし、365日24時
間予約できる「カレンダー予約機能」を追加しました。市政だよりの記
事等に、下記のマークが付いているイベントや講座は、宇治市公式
LINEから予約が出来ます。ぜひご利用ください。

トーク画面
のメニュー

「予約する」
をタップ

L
I
N
E

予
約

このマークがついた
イベント等は、LINE
から予約出来ます

まずは 

友だち登録！

▲天ケ瀬森林公園に伺いました。

表紙の説明

11月下旬から12月中旬までに行わ
れたイベントや催しなどを写真でお
伝えします。

04 令和5年度決算
06  市民税・府民税、所得税及

び復興特別所得税の申告
が始まります

07 市職員採用試験

INDEX［もくじ］

宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］

01 11/28、「第13回世界カデット、
ジュニア＆アンダー21 空手道
選手権大会（イタリアで開催 ）」
で優勝された田井 滉泰（たい こ
うだい ）さん、「ダッチオープン
ユースキャンプ2024（オランダ
で開催 ）」で優勝された森下 真
希 （もりした まき）さんの成績
報告会を市役所で開催しました。

02 12/7、高校生文化芸術祭典
～ＦＵN×ＦＡN×ＦEＳ～を文化セ
ンターで開催しました。

03 12/12、第 43回全日本花卉
（かき ） 装飾技術選抜選手権
全国大会で内閣総理大臣賞を
受賞された、永山 岳史 （なが
やま たけし）さんが、市長を
表敬訪問されました。

04 11/30、府道大津宇治線と京
都市道外環状線をつなぐ六地
蔵サポート道路が全線開通し、
記念式典を開催しました。

05 12/14、萬福寺三棟の国宝指
定を受け、記念式典が開催さ
れました。宇治市観光大使の
冠徹弥さん、こやまたくやさん
（ヤバイＴシャツ屋さん ）によ
る特別トークショーも実施され
ました。

数 前月比

世帯数 86,322世帯 +2世帯

人
口

総数 179,722人 -98人

男性 86,563人 -58人

女性 93,159人 -40人

市の人口 [ 令和 6 年 12 月 1 日現在 ]

宇治フォト
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https://line.me/R/ti/p/@egn3800h
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/31620.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/shogaigakushu/33774.html
mailto: kozamuseum@city.uji.kyoto.jp


第 6次総合計画の着実な実施

物価高騰への対応策
令和5年度の主な取組

● 市内の状況やニーズに応じた宇治市独自の支援をきめ細やかに実施
市民生活・事業者への支援
・ 水道料金等の減免
物価高騰等の影響を踏まえ、水道料金の基本使用料
等を減免

・ 学校給食費高騰対策事業
現行の 1食あたり 240 円を維持するため、食料品
等の価格高騰分を支援

・ プレミアム付デジタルクーポンの発行
スマートフォンで利用可能なクーポンを発行

・ 先端設備等導入支援事業
市内事業者の労働生産性向上を目的とした先端設備
等の導入を支援

・ 福祉施設等への物価高騰対策
物価高騰の影響を受ける福祉施設等を支援

・ 物価高騰の影響が大きい低所得世帯等の市民への支援として給付金を給付
● 国の実施する支援や施策にスピード感を持って対応

令
和
5
年
度 

決
算

　

12
月
26
日
に
、
市
議
会
に
お
い
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
財
政
課（

20
・
8
7
1
5
）

　
令
和
5
年
度
一
般
会
計
決
算
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼�

物
価
高
騰
へ
の
対
応
策
と
し
て
、�

市
民
・
事
業
者
等
へ
の
支
援
を
実
施

▼�

第
6
次
総
合
計
画
に
お
け
る
3
つ

の
重
点
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
土

台
と
な
る
取
組
を
積
極
的
に
実
施

▼�

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
単
年

度
収
支
は
6
年
連
続
の
黒
字

災害に強いまちづくり
・ 地域の防災拠点機能の強化として、黄檗公園の再整備を
実施

新型コロナウイルス感染症の拡大防止
・ ５類移行後も新型コロナウイルスワクチンの特例臨時接
種を実施（令和５年度で終了）

新たな時代に輝く宇治の観光まちづくり
・ 2024 年大河ドラマ「光る君へ」放映を契機とした宇治
の魅力発信や誘客促進などの取組を実施（写真①）

地域でつくる安全・安心のまち
・ 防犯カメラの設置や「ながら防犯」等の地域防犯の取組
への支援を充実
市内事業者等によるパトロールを実施（写真②）

●  WITH コロナ・POST コロナ時代の安全・安心

誰もがいきいきと暮らせる社会の実現
・ 健康データ分析のモデル地域として槇島地域を選定し、
地域イベントへ出展するなど、地域との関係性を構築

誰もが住みやすい地域共生社会
・ ひきこもり対策として、新たにひきこもりサポーター養
成講座を実施

文化芸術がつむぐまちづくり
・ 文化庁京都移転を契機とし、宇治の歴史・文化の魅力を
広く発信する取組を実施（写真⑤）

子育て・子育ち環境の充実
・ 中宇治エリアで実施している子育て施策を木幡黄檗エリ
アと小倉エリアに拡充（写真③）
◎木幡黄檗エリア＝ スポーツによる交流や魅力発見の 

取組を実施
◎小倉エリア＝ 食育の推進や地域との連携の取組を 

実施

子ども達の学びをはぐくむ教育の推進
・ 給食センターの基本設計等に着手（写真④）

●  みんなでつくる子育て・子育ちにやさしい地域共生社会
市民等との連携・協働
・ 中宇治地域市民協働推進拠点の整備に向けたワーク
ショップ等を実施（写真⑥）

人に優しいデジタル化の推進
・ マイナンバーカードを活用した印鑑登録証明書・住民票
の写しのコンビニ交付を実施

持続可能な行財政運営に向けた取組等
・ 長寿命化などの公共施設マネジメントを着実に推進

学校施設の長寿命化改修
公共施設の大規模・中規模改修に係る実施設計を実施
ＪＲ宇治駅前市民交流プラザ、総合福祉会館、斎場、
産業振興センター等

●  まちづくりの土台となる取組の推進

決
算
の
状
況

◆
一
般
会
計

　
令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
・

歳
出
と
も
前
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
ま
し
た
。

　
翌
年
度
も
継
続
し
て
行
う
事
業
に
使
う
財
源
4

億
9
8
8
7
万
3
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
8
億
7
7
9
5
万
8
千
円
で
、
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

歳入歳入
735億735億

2309万 3千円2309万 3千円

歳出歳出
721億721億

4626万 2千円4626万 2千円

市税市税
（33.4％）（33.4％）

国庫支出金国庫支出金
（23.0％）（23.0％）

地方交付税地方交付税
（13.8％）（13.8％）

府支出金府支出金
（8.4％）（8.4％）

その他その他（8.6％）（8.6％）

市債市債（5.6％）（5.6％）

各種交付金各種交付金
（7.2％）（7.2％）

民生費民生費
（48.7％）（48.7％）

土木費土木費
（8.3％）（8.3％）

教育費教育費
（9.3％）（9.3％） 総務費総務費

（10.5％）（10.5％）

衛生費衛生費（7.3％）（7.3％）

公債費公債費（7.3％）（7.3％）

商工費商工費（3.4％）（3.4％）
その他その他（1.7％）（1.7％）

消防費消防費（3.5％）（3.5％）

活力あふれる産業振興
・ 市内製造業の人材確保を支援するため、求職者向けＰＲ
動画を作成

農業を支える取組の推進
・ 市内農業者の新たなチャレンジ、営農活動等を支援

地域特性を活かした都市基盤整備の推進
・ 近鉄小倉駅西口暫定広場・西第 1駐輪場供用開始

●  活力あふれる産業振興と未来への投資

③西宇治公園芝生広場での子育てトークセッション②①

④ ⑤ ⑥市民協働でつくるまちづくりの拠点ワークショップ五感で楽しむ古の文化講座給食センターイメージ

「ながら防犯」市内業者との連携キービジュアルを発表

松村市長
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情
報
B
O
X

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

こ
ど
も

就
学
通
知
書
の
送
付

　
１
月
中
旬
以
降
に
、
７
年
４
月
に
市
立
小
・

中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
宛

て
に
就
学
通
知
書
を
送
り
ま
す
。
通
知
書
が
届

か
な
い
人
や
国
立
・
府
立
・
私
立
の
学
校
に
入

学
す
る
人
、
住
所
等
を
変
更
す
る
人
は
学
校
教

育
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知
事
と
新

入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

時
3
月
2
日（
日
）午
前
10
時
半
～
午
後
2
時
　

所
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都（
京
都
市
中
京
区
）　
対
7

年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
ま
た
は
昨

年
参
加
出
来
な
か
っ
た
在
学
１
年
生
が
い
る
ひ

と
り
親
家
庭（
兄
弟
姉
妹
も
参
加
可
）　
内
知
事

と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念
品
贈
呈（
欠

席
者
は
除
く
）、
昼
食
付
き
　
申
ハ
ガ
キ
に「
知

事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
」参
加
希
望
、

保
護
者
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
、
新
入
学
児
童
及
び
同
行
の
兄
弟
姉
妹
の
氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
現
学
年
・
生
年
月
日
・
性

別
、
最
寄
り
駅
、
参
加
人
数
を
書
き
、
1
月
31

日（
金
）ま
で
に
、
郵
送
で
、
母
子
家
庭
は
府
母

L
I
N
E

予
約

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
は
、
市
公
式

L
I
N
E
か
ら
予
約
が
出
来
ま

す
。
友
だ
ち
登
録
の
方
法
と
、
予
約
手
順
は

2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲市公式LINE

　
乳
が
ん
は
、
早
期
で

発
見
さ
れ
た
場
合
、

90
%
以
上
は
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
進
行
す
る
と

リ
ン
パ
液
や
血
液
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
肺
や

骨
な
ど
全
身
に
転
移
し
や
す
い
た
め
、
早
期

発
見
が
重
要
で
す
。

　
早
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
が
ん
を
発
見
す
る
に
は
、「
乳

房
を
意
識
す
る
生
活
習
慣（
ブ
レ
ス
ト
・
ア

ウ
ェ
ア
ネ
ス
）」が
大
切
で
す
。

●
自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

入
浴
や
着
替
え
の
時
な
ど
に
、
乳
房
を

鏡
で
見
て
、
触
っ
て
、
チ
ェ
ッ
ク
！

●
乳
房
の
変
化
に
気
を
付
け
る

●
変
化
に
気
付
い
た
ら
す
ぐ
医
師
へ
相
談

●�

40
歳
に
な
っ
た
ら
2
年
に
1
回
乳
が
ん

検
診
を
受
け
る

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
は
、
科
学

的
に
証
明
さ
れ
た
有
効
な
検
診
で
、
乳
房
を
挟

ん
で
圧
迫
し
て
撮
影
し
ま
す
。
し
か
し
、
月
経

前
な
ど
乳
房
が
張
る
時
期
は
強
い
痛
み
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
月
経
前
を
避
け
て

検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

乳
が
ん
は
早
期
発
見

乳
が
ん
は
早
期
発
見

で
治
る
病
気

で
治
る
病
気

が
ん
対
策
の
プ
チ
情
報
を
お
届
け
！

が
ん
対
策
の
プ
チ
情
報
を
お
届
け
！

がん対策
その9

宇
治
市
の
乳
が
ん
検
診
は
、 

２
月
２８
日
ま
で
！

40
歳（
昭
和
58
年
4

月
2
日
～
59
年
4

月
1
日
生
ま
れ
）の

女
性
に
は
、
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
、
6
月
頃
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

詳しくは
こちら

市
職
員
採
用
試
験

市
職
員
採
用
試
験

保
育
教
諭

問
人
事
課（

20
・
8
7
0
3
）

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

等
し
て
い
る
実
施
要
項
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼▼
受
験
資
格

受
験
資
格

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

◎�

保
育
士
の
登
録
を
受
け
て
い
る
人
ま

た
は
７
年
３
月
末
日
ま
で
に
登
録
さ

れ
る
見
込
み
の
人

◎�

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
し
て
い
る
人

ま
た
は
７
年
３
月
末
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
務
員

法
第
1６
条
の
規
定
に
よ
る
欠
格
条
項
に

該
当
す
る
人
は
受
験
出
来
ま
せ
ん
。

▼▼
採
用
予
定
者
数
　
若
干
名

▼▼
第
１
次
試
験
　
2
月
2
日（
日
）

▼▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日（
火
）

▼▼
申
し
込
み

1
月
22
日（
水
）午
後
５
時
ま
で
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
職
員
採
用
試
験
」の
専

用
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
を
応
援
！

問
秘
書
広
報
課（

20
・
8
7
0
4
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
仲
間
づ
く

り
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

民
活
動
団
体
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
フ
ェ
ス

2
0
2
5

問
長
寿
生
き
が
い
課（

20
・
8
7
1
2
）

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、「
光
輝
く
未
来
の
自
分
へ
」を

テ
ー
マ
に
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
活
動
団
体
の
活
動
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

時
2
月
24
日（
祝
）午
前
10
時
～
午
後
3
時

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
公
共
施

設
に
あ
る
チ
ラ
シ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
宇
治

市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
確
認
出
来

ま
す
。

掲載の情報は 
市ホームページ

トップの 
このバナーから

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

こ
ど
も
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記号の説明 時＝日時��所＝場所��対＝対象��定＝定員��抽＝締め切り後抽選��先＝先着で受け付け��内＝内容��講＝講師��￥＝参加費・受講料���
持＝持ち物��他＝その他��申＝申込方法��問＝問い合わせ先��※次の場合は記載していません�（対だれでも�定なし�￥無料�申不要）

問市民税・府民税に関すること…税務課（ 20-8718）
　確定申告（所得税及び復興特別所得税）に関すること…国税相談ダイヤル（ 0570-00-5901）
　申告期間外の確定申告相談に関すること（要予約）…宇治税務署（ 44-4141）

●●  申告に必要なもの申告に必要なもの  （市民税・府民税、所得税及び復興特別所得税共通）（市民税・府民税、所得税及び復興特別所得税共通）
□マイナンバーカード（注1）
　※ 同カードを持っていない人は、通知カード等個人番号が確認

出来る書類と、運転免許証等の本人確認書類が必要
□6年中の収入金額や必要経費が分かるもの
　◎源泉徴収票、支払調書等
　※ 2カ所以上から給与等を受けている場合、原則全ての源泉徴

収票や支払調書が必要
□所得控除を受けるために必要な書類
　◎社会保険料の領収書等（注2）
　◎生命保険料・地震保険料等の控除証明書
　◎医療費の明細書（注3）
　◎  扶養親族が国外居住者の場合、親族関係書類及び送金関係書類
（注4）

　◎障害者手帳・学生証（在学証明書）（注1）
（注1）�郵送による申告の場合は、写しを添付してください（マイナン

バーカードは両面、本人確認書類は氏名・住所・生年月日が確認
出来る面の写しが必要）。なお、保険証・年金手帳をコピーする

場合は保険者番号、被保険者記号・番号、基礎年金番号が見えな
いようにしてください。

（注2）国民年金保険料等については控除証明書
（注3）�医療費控除、またはセルフメディケーション税制（医療費控除の特

例）のいずれかの適用となります。医療費控除を受ける場合は、１
年間の医療費について、医療を受けた人ごとに支払先・支払金額・
保険等で補てんされる金額の合計額等を書いた明細書を作成して
ください（領収書は提出せず、５年間保管してください）。セルフ
メディケーション税制を受ける場合は、薬局等の支払先・医薬品の
名称・支払金額・保険等で補てんされる金額の合計額・セルフメ
ディケーション税制を受ける旨を記載した明細書を作成してくだ
さい（領収書と定期健康診断や予防接種等の一定の取組を行った
ことを明らかにする書類は提出せず、5年間保管してください）。

（注4）30歳以上70歳未満の扶養親族については扶養控除の適用対象
　　　外となります。ただし、次のいずれかに該当する場合は対象と
　　　なります。
　　　1.留学により国内に住所及び居所を有しなくなった人
　　　2.障害者
　　　3.その居住者からその年において生活費または教育費に充てる
　　　　ための支払を38万円以上受けている人

市民税・府民税、所得税及び復興特別所得税の申告が始まります

申告内容 とき（土・日曜日、祝日を除く） 時間 ところ

市民税・府民税の申告
※ 右記期間中は、税務課窓口では受け

付けていません。

2 月 17日（月）～ 3月 17日（月）
※ 整理券は、午前の部は午前 8時半から 125人
程度、午後の部は午前の部配布終了後から
125人程度配布。

◎ 午前 8時半～正午
◎  午後 1時～ 4時

市役所 1階
市民交流ロビー

確定申告
・  所得税及び復興特別
  所得税
・消費税及び地方消費税
・贈与税

2 月 17日（月）～ 3月 17日（月）
※3月 2日（日）に限り休日開設。
※ スマートフォンを使った申告を推奨しており、原
則、自身でスマートフォンの操作をお願いします。

◎午前 9時～午後5時
（相談受付時間は、
午後 4時まで）

宇治税務署
※ 駐車場（障害者用駐車場
を除く）は使用出来ませ
ん。臨 時 駐 車 場（ 約
500m西）を利用してく
ださい。

※混雑の状況により、早めに相談受付を終了する場合があります。

産業会館での相談受付は行って
いません。ご注意ください。

● 市民税・府民税について

◎�2/17（月）～�2/21（金）：六地蔵、木幡、平尾台、五ケ庄
◎�2/25（火）～�2/28（金）：南陵町、槇島町、小倉町、伊勢田町、安田町
◎�3/3（月）～�3/7（金）：神明、羽拍子町、開町、広野町、寺山台、�大久保町
◎�3/10（月）～3/17（月）：莵道、羽戸山、志津川、炭山、二尾、池尾、東笠取、
　　　　　　　　　西笠取、明星町、宇治、琵琶台、折居台、天神台、白川

■申告方法
◎ 郵送での申告にご協力ください。
・�昨年申告した人等には2月初めごろに申告書を送付します。申告書が
必要な人で届かない場合は、同課へ問い合わせてください。申告書は同
課で配付の他、市ホームページから印刷も出来ます。
・�申告書に必要事項を記入し、下記の「申告に必要なもの」を参照のう
え、必要書類を添えて郵送で、同課へ。受付書や添付書類の返送を
希望の場合は、返信用封筒（宛先を記入し、切手を貼付したもの）を
同封してください。
◎�郵送が難しい場合は、下記のとおり住まいの地域ごとに市役所での

申告を受け付けます（同課への事前連絡は不要）。下記の日程が難
しい場合は市民税・府民税の申告期間中に来庁してください。

■申告対象者
◎ 7年1月1日現在、宇治市内に住所もしくは住民登録がある人。
◎ 源泉徴収票に、配偶者控除、扶養控除、ひとり親控除、寡婦
控除、障害者控除等が正しく記載されていない人（公的年金
の収入が複数ある場合、これらの人的控除が源泉徴収票に
記載されていない場合があり、申告がないと控除が受けら
れません。必ず確認してください）。

◎ 6年中に収入がなかった人（遺族年金・障害年金等のみの収
入の人を含む）。

　 社会保険料の算定、老齢福祉年金の支給等の基礎資料になる
ため、「所得がなかった」旨の申告が必要です。また、所得証
明書・非課税証明書を請求する場合も申告が必要です。
※確定申告をする人は、市民税・府民税の申告は不要です。
■音声CDによる案内
　視覚障害者等を対象に、申告方法等を説明した音声CDを
作成しています。希望する人は、同課へ。

【税務署の確定申告会場への来場を検討している人へ】
◎自宅より申告できる e-tax（電子申告）をご利用ください。◎入場には「入場整理券」が必要です（国税庁公式
LINE での事前発行可。会場で当日発行もあり）。◎スマートフォン・マイナンバーカード（利用者証明用・署名用の
暗証番号が必要）を持っている人は、持参してください。◎確定申告書や申請書・届出書等を郵送で提出する場合は、
「大阪国税局業務センター阪神分室」（〒 661-8521 兵庫県尼崎市若王寺３丁目 11番 46号）へ送付してください。
◎還付申告は、2月 17日より前でも提出可能です。
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https://www.city.uji.kyoto.jp/site/choju/5772.html
https://line.me/R/ti/p/@egn3800h


生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

	●	

ミ
ニ
講
習
会　
さ
を
り
織
り
布
を
使
っ

て
椿
の
実
の
ブ
ロ
ー
チ
作
り

時
2
月
18
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
定
先
10

人　
講
手
織
り
ル
ー
ム「
さ
を
り
ん
」の
皆
さ
ん　

￥
500
円　
持
は
さ
み　
申
1
月
20
日（
月
）～
2

月
7
日（
金
）に
、
電
話
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	●	

人
材
育
成
講
座「
つ
な
が
り
づ
く
り
」

時
３
月
2
日（
日
）・
1６
日（
日
）い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
正
午　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
の
人（
連
続
参
加
が
出
来
る
人
を

優
先
）　

定
先
20
人　

講
日
野
真
代
さ
ん

（
N
P
O
法
人
ま
ち
づ
く
り
ね
っ
と
・
う
じ
代

表
理
事
）　
他
保
育
あ
り（
6
カ
月
～
就
学
前
。

定
員
あ
り
）　
申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
日
・
参
加
理
由
・
年
代
、
保
育
希
望
者
は

子
の
氏
名
・
年
齢
を
、
1
月
1６
日（
木
）午
前
９

時
か
ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か

同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	●	

教
養
講
座

「
宇
治
市
の
鳥
カ
ワ
セ
ミ
を
見
る
会
」	

時
3
月
8
日（
土
）午
前
9
時
～
正

午　

所
木
幡
公
民
館
、
木
幡
池　

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
要
同

伴
）　
定
先
20
人　
講
日
本
野
鳥
の
会
京
都
支
部

の
皆
さ
ん　
￥
500
円（
中
学
生
以
下
は
無
料
）　

持
リ
ュ
ッ
ク
、
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴　

他
◎
イ
ベ
ン
ト
保
険
加
入
◎
荒
天
時
は
室
内
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施　

申
講
座
名
・
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
年
代（
中
学
生
以
下
は
学
年
）

を
、
1
月
1６
日（
木
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
・

を
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
長
寿
生
き
が
い
課（
FAX
21
・
0
4
0
6　

chojuikigaika@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

「
手
づ
く
り
味
噌
」を
作
ろ
う

《
共
通
》時
所
定
申
表
の
と
お
り　
対
市
内
在

住
・
在
勤
の
人　
講「
若
葉
の
会
」の
皆
さ
ん　

￥
1
6
0
0
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん
、
筆
記
用
具
、
味
噌
２
㎏
を
入
れ
る
容
器　

申
各
申
込
開
始
日
か
ら
、
電
話
か
各
館
窓
口
へ
。

とき ところ 定員 申し込み 
開始日

1/21（火）～23
（木）いずれも 
午後1時半～4時

小倉公民館
（ 39-9274）

先
各10人

1/16（木）～

◎1/28（火） 
午後1時半～3時半

◎1/29（水） 
午前10時半～ 

午後0時半

広野公民館
（ 39-9276）

先
各10人

1/16（木）
午前9時～

2/6（木）・7（金） 
いずれも 

午後1時～3時半

木幡公民館
（ 39-9193）

先
各10人

1/16（木）
午前9時～

中
央
公
民
館

問
同
館（

39
・
9
2
5
8
）

	●
子
ど
も
の
遊
び
場「
映
画
鑑
賞
」

時
2
月
8
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午　

対
市
内
在
住
の
幼
児
～
小
学
生（
低

学
年
以
下
は
保
護
者
要
同
伴
）　
定

先
25
人　
講
宇
治
映
画
同
好
会
の
み

な
さ
ん　
申
1
月
1６
日（
木
）午
前
10

時
か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	●	

宇
治
市
民
大
学
7
年
度	

前
期
講
座
受
講

生
募
集	

歴
史
講
座（
全
５
回
）「
異
色
の
大

王
、
継
体
天
皇
の
す
べ
て
～
出
自
、
業

績
、
埋
葬
地
と
埴
輪
群
像
～（
そ
の
１
）」

時
内
表
の
と
お
り　
定
先
各
150
人　
講
森
田
克

行
さ
ん（
高
槻
市
文
化
財
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　
￥

2
8
0
0
円（
５
回
分
）　
申「
歴
史
文
学
塾
」・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
・
年
齢
を
、
1
月
20
日（
月
）～
2
月
10
日

（
月
）に
、
郵
送
で
宇
治
市
民
大
学
歴
史
文
学
塾

事
務
局
の
播
摩
さ
ん（
〒
611
・
0
0
2
5
神
明
宮

東
97-

5　

090
・
4
2
8
0
・
2
5
7
1
）へ
。

人
権
・
平
和

身
近
に
感
じ
る
人
権
講
座

《
共
通
》他
情
報
保
障（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
）

あ
り
。
保
育
あ
り　
申
希
望
の
講
座
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
住
所
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
・
申

込
人
数
、
情
報
保
障
希
望
者
は
必
要
な
情
報
保

障
の
種
類
、
保
育
希
望
者
は
子
の
氏
名
・
年
齢

を
、
各
講
座
開
催
日
の
2
週
間
前
ま
で（
必
着
）

に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か

人
権
啓
発
課
窓
口（
FAX
20
・
8
7
7
8　

jinkenkeihatsu@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

①	「
ジ
ブ
リ
で
考
え
る
人
権
の
は
な
し
～
明

る
く
楽
し
い
人
権
学
習
の
す
す
め
～
」　　

時
2
月
22
日（
土
）午
後
2
時
半
～
4
時
半　
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
抽
100
人　
講
坂
田
良

久
さ
ん（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
登
録

研
究
員
）

②	

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
～
目
標
を
も
つ
こ

と
の
大
切
さ
～（
盲
ろ
う
者
通
訳
あ
り
）　　

時
2
月
24
日（
祝
）午
後
1
時
～
3
時　
所
西
宇

治
体
育
館　
定
抽
50
人　
講
柳
本
あ
ま
ね
さ
ん

（
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

東
京
・
パ
リ
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
日
本
代
表
） 

③	

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
映
画
上
映

「
い
の
ち
の
停
車
場
」

（
字
幕
あ
り
）

時
3
月
1
日（
土
）午
後
1
時

半
～
4
時
半　
所
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　
定
抽
200
人　
　

④	

国
際
女
性
デ
ー
映
画
上
映
会

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

（
字
幕
あ
り
）　　

時
3
月
8
日（
土
）午
後
1
時

半
～
4
時　
所
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　
定
抽
200
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館

問
同
館（

39
・
9
1
9
9
）

	●	

健
や
か
か
ら
だ
講
座　
拍
打
保
健
功
で

冷
え
改
善（
足
の
血
圧
測
定
）

時
1
月
28
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内

とき 内　容

3/22
（土）

継体天皇の出自と継体陵論の行方
～世界遺産と全国古墳ランキング～

4/12
（土）

継体真陵(今城塚古墳)）の１０年にわたる調査の全貌
～巨大古墳築造技術と伏見地震による墳丘崩壊～

5/17
（土）

殯宮儀礼空間と人物群、威儀具、そして時告鳥 
～殿舎・塀・武人・力士・巫女・盾・大刀・鶏など～

6/14
（土）

儀式具、軍楽器そして雅楽具にみる太鼓の古代学 
～太鼓形埴輪のルーツを東アジア世界に探る～

7/12
（土）

王権祭祀としての鵜飼儀礼と鷹飼儀礼
～鵜飼と鷹飼の考古資料と倭王権～

いずれも午前10時～11時半
※7月12日（土）のみ午前10時～正午

©2021「いのちの停車場」製作委員会
© 2019こうの史代・コアミックス  
この世界の片隅に」製作委員会

午
後
1
時（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
45
分
～
）　

対
20
歳
以
上
の
市
民　
定
抽
各
12
人　
内
健
康

講
話
、
バ
ラ
ン
ス
食
の
調
理
実
習
、
試
食　
他

保
育
あ
り（
定
員
あ
り
）

③	

管
理
栄
養
士
か
ら
学
ぶ

筋
肉
を
育
て
る
栄
養
講
座

時
2
月
2６
日（
水
）午
後
1
時
45
分
～
3
時　
所

広
野
公
民
館　
対
６5
歳
以
上
の
市
民　
定
抽
15

人　
内
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、

適
塩
食
の
試
食

京
都
文
教
短
大
×
セ
カ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン

コ
ラ
ボ
企
画『
適
塩
ラ
ン
チ
』の
販
売

時
１
月
22
日（
水
）午
前
11
時
半
～
午
後
1
時
45

分　
所
市
役
所
8
階
食
堂　
￥
600
円（
数
量
限

定
）　
問
健
康
づ
く
り
推
進
課

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

～
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
～

時
3
月
14
日（
金
）午
後
2
時
～
4
時　
所
総
合

福
祉
会
館　
対
高
齢
者
が
対
象
の
サ
ロ
ン
活
動

を
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
興
味
の
あ
る
人　
定

先
40
人　
持
筆
記
用
具
・
飲
み
物　
申
1
月
1６

日（
木
）～
2
月
14
日（
金
）に
、
電
話
で
、
社
会

福
祉
協
議
会（

22
・
5
6
5
0
）へ
。

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業「
落
語
×

介
護
×
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
交
流
」

時
2
月
2６
日（
水
）午
前
10
時
半
～
午
後
2
時
半　

所
縁
庵（
木
幡
東
中
）　
対
介
護
保
険
法
に
定
め

る
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
人（
要
介
護

者
等
）を
在
宅
で
介
護
す
る
家
族
等（
家
族
等
は

市
民
で
あ
る
こ
と
。
要
介
護
者
等
が
入
所
・
入

院
中
の
場
合
は
対
象
外
）　
定
抽
20
人　
内
米

朝
一
門
の
落
語
家
に
よ
る
一
席
と
講
座
、
参
加

者
同
士
の
交
流　
講
桂
ち
ょ
う
ば
さ
ん（
予
定
）　

￥
1
人
1
5
0
0
円（
昼
食
代
含
む
）　
申
参
加

申
込
書
を
、
1
月
15
日（
水
）～
2
月
7
日（
金
）

（
必
着
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
か
社
会
福
祉
協

議
会
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45　

22
・
5
6
5
0　
FAX
22
・
5
6
5
4
）へ
。
＊

要
介
護
者
等
が
市
外
在
住
の
場
合
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証（
写
し
）が
必
要
。

地
域
自
立
支
援
協
議
会

	●	

講
演
会「
色
ん
な
生
き
方
を
考
え
る
～

引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
の
支
援
を

通
し
て
～
」＆
報
告
会

時
２
月
25
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時
45
分　
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
100
人　
講
河
瀬
雅

紀
さ
ん（
醍
醐
病
院
診
療
部
顧
問
）　
他
情
報
保

障
あ
り（
手
話
・
要
約
筆
記
等
。
要
事
前
申
し

込
み
）　
申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
情
報

保
障
希
望
者
は
必
要
な
情
報
保
障
の
種
類
を
、

１
月
1６
日（
木
）～
２
月
14
日（
金
）に
、
郵
送
・

E
メ
ー
ル
か
障
害
福
祉
課（

shougaifukushi@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

成
年
後
見
制
度
出
前
講
座

　
障
害
や
認
知
症
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
人
の
財
産
や
、
権
利
を
保
護
す
る

た
め
の
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
学
べ
る
出
前

講
座
を
実
施
し
ま
す
。
会
場
は
利
用
希
望
団
体

で
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
利
用
日
時
》平
日
の
午
前
９
時
半
～
正
午
、
午

後
１
時
～
５
時　
対
市
内
に
拠
点
を
お
く
団

体
・
会
合
・
企
業
な
ど　
講
特
定
非
営
利
活
動

法
人
山
城
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
職
員　

持
筆
記
用
具　
申
団
体
名
・
代
表
者
氏
名
・
電

話
番
号
・
希
望
日
程
・
参
加
人
数
・
開
催
場
所

元
気
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
教
室

時
2
月
9
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
所

久
御
山
町
役
場　
対
宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御

山
町
在
住
の
人　
定
抽
各
地
域
15
人　
内
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の
筋
ト
レ
・
柔
軟
体
操　

講
池
端
裕
子
さ
ん（〈
株
〉ウ
エ
ル
ネ
ス
ヒ
ロ
代

表
取
締
役
）　
持
運
動
出
来
る
服
装
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル　
申
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
を
、
1
月
15
日（
水
）～
2
月

7
日（
金
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
E

メ
ー
ル
か
国
民
健
康
保
険
課
窓
口（

kokuho@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

 

健
康
づ
く
り
の
無
料
講
座

《
共
通
》申
講
座
名
・
希
望
日
・
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
年
齢
、
①
②
で
保
育

（
月
齢
５
カ
月
以
上
）を
希
望
す
る
場
合
は
子
の

氏
名
・
月
齢
を
、
1
月
15
日（
水
）～
24
日（
金
） 

（
必
着
）に
、
郵
送
・
E
メ
ー
ル（
件
名
に
講
座

名
を
記
入
）・
L
I
N
E
・
ウ
ェ

ブ
か
健
康
づ
く
り
推
進
課（

kenkou-oubo@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。

①	

ず
っ
と
使
え
る
女
性
の
た
め
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
講
座
～
ク
ッ
キ
ン
グ
編
～

時
2
月
18
日（
火
）午
前
9
時
半
～
午
後
1
時　

所
う
じ
安
心
館　
対
市
内
在
住
の
20
～
55
歳
の

女
性　
定
抽
15
人　
内
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る

体
の
変
化
に
つ
い
て
の
話
、
健
康
食
の
調
理
実

習　
他
保
育
あ
り（
定
員
あ
り
）

②	

食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
・
春
編

～
広
げ
よ
う
健
康
づ
く
り
の
輪
～

時
所
◎
2
月
19
日（
水
）＝
小
倉
公
民
館
◎
27
日

（
木
）＝
木
幡
公
民
館
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
、
父
子
家
庭
は
府
民
生
児

童
委
員
協
議
会（
い
ず
れ
も
〒
604
・
0
8
7
4　

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清
水
町

375　
京
都
府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
）へ
。　

問
同
連
合
会（

075
・
223
・
1
3
6
0
）、
同
協

議
会（
075
・
256
・
7
0
8
3
）、
山
城
北
保
健
所

福
祉
課（

21
・
2
1
0
2
）

ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
祝
う
会

時
3
月
9
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時（
受
け

付
け
は
午
後
１
時
～
）　
所
市
役
所
8
階
大
会

議
室　
対
7
年
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
児

童
が
い
る
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子　

内
式
典
・
記
念
品
の
贈
呈　
申
所
定
の
参
加
申

込
書
を
、
1
月
20
日（
月
）～
24
日（
金
）い
ず
れ

も
午
前
11
時
～
午
後
３
時
半
に
、
市
役
所
８
階

売
店
へ
。　

問
連
合
母
子
会（

080
・

5
7
8
8
・
8
8
0
8
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
援
助
会
員
募
集（
新
規
講
習
会
）

　
子
の
預
か
り
・
送
迎
等
の

手
伝
い
が
出
来
る
人（
援
助
会

員
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次

の
講
習
と
普
通
救
命
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

時
2
月
5
日（
水
）午
前
9
時
半
～
午
後
4
時
半

（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
20
分
～
）　
所
ゆ
め
り

あ 

う
じ　

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人　

申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
1
月
24
日

（
金
）ま
で
に
、
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
セ
ン

タ
ー（

39
・
9
3
0
9　

fam
isapo@

ujifukushien.or.jp

）へ
。

健
康
・
福
祉

L
I
N
E

予
約

▲ウェブ予約

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

健
康・福
祉

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

人
権・平
和

こ
ど
も

9 8
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が
連
鎖
す
る
理
由
～
」

時
2
月
22
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時　
定
先

◎
会
場
＝
20
人
◎
オ
ン
ラ
イ
ン
＝
定
員
な
し　

講
平
井
順
子
さ
ん（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　
申

講
座
名
・
氏
名
・
連
絡
先（
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）、
保
育
希
望
者
は
子
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢（
0
歳
は
月
齢
）を
、
1
月
1６

日（
木
）～
2
月
15
日（
土
）に
、
電
話
・
E

メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
ワ
ン
展
示
募
集

《
展
示
期
間
》4
月
2
日（
水
）

～
3
月
31
日（
火
）　
対
◎
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

◎
活
動
拠
点（
支
部
も
含
む
）

が
市
内
に
あ
る
団
体　
《
募
集

数
》抽
18
件　
《
募
集
作
品
》趣
旨
に
沿
っ
た
活

動
成
果
や
表
現
・
作
品
※
詳
細
は
募
集
要
項
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
と
申
込
用
紙

は
同
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
出
来
ま
す
。　
申
申
込
用
紙
を
、
2

月
14
日（
金
）ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。　

	●	

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

関
係
団
体
の
登
録
募
集

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
目
的
と
し
た

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
の
登
録
を

募
集
し
ま
す
。

《
募
集
要
件
》次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
◎
男
女

共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
る
◎

営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的
と
し
な
い
◎

原
則
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
半
数
以
上
で

構
成
◎
セ
ン
タ
ー
主
催
事
業
に
参
加
・
協
力
出

来
る
◎
原
則
、
会
則
等
に
よ
る
運
営
◎
市
内
に

活
動
拠
点
を
持
っ
て
い
る　
申
所
定
の
申
請
書

に
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
６
年
度
の
活
動
状
況

等
の
資
料
を
添
え
、
1
月
1６
日（
木
）～
3
月

1
日（
土
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
E
メ
ー
ル
か

同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。
※
申
請
書
は
同
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

文
化
・
芸
術
・
歴
史

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
６
年
８
月
３０
日
延
期
分
）

Pianeta

宇
治
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

時
1
月
24
日（
金
）午
後
0
時
15
分
～
0
時
45

分　
所
市
役
所
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
《
出

演
者
》Pianeta　
《
ジ
ャ
ン
ル
》ピ
ア
ノ
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　
《
曲

目
》G
線
上
の
ア
リ
ア
、
真
実
の
愛
の
キ
ス�

他　
問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

図
書
館

中
央
図
書
館
　
〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

２
月
の
休
館
日

　
３
日（
月
）、
10
日（
月
）、
12
日（
水
）、
17
日

（
月
）～
21
日（
金
）、
25
日（
火
）、
27
日（
木
）

※
17
日（
月
）～
21
日（
金
）は
蔵
書
点
検
の
た

め
、
電
話
で
の
予
約
不
可
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
・
電
子
図

書
館
の
利
用
可
。
20
日（
木
）は
予
約
図
書
配

本
サ
ー
ビ
ス
な
し
。

２
月
お
は
な
し
会

時
所
◎
２
日（
日
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝
中

央
図
書
館
◎
９
日（
日
）午
前
10
時
半
～
11
時
＝

東
宇
治
図
書
館　
対
幼
児
～　
内
手
あ
そ
び
、

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
等

２
月
お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
１
日（
土
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝
西
宇

治
図
書
館
◎
15
日（
土
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝

中
央
図
書
館
◎
22
日（
土
）午
前
11
時
～
11
時
半

＝
東
宇
治
図
書
館　
内「
お
は
な
し
た
ま
て
ば

こ
」に
よ
る
素
話

図
書
館
お
す
す
め
の
本

「
蛇
神
を
め
ぐ
る
伝
承�

古
代
人
の
心
を
読
む
」

佐
佐
木
隆
/
著
、
青
土
社

　

古
事
記
や
日
本
書
紀
、
風
土
記
に
は
、

「
八
俣
の
大
蛇
」を
は
じ
め
、
刀
剣
や
雷
な

ど
、
様
々
に
姿
か
た
ち
を
変
え
た
蛇
が
登

場
し
ま
す
。
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
に
、

蛇
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
場
面
ご
と
に
古
代
人
の
生
活

や
時
代
背
景
に
も

触
れ
ら
れ
て
い
る

た
め
、
伝
承
文
学

の
入
門
書
と
し
て
も

楽
し
め
ま
す
。

西
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
2
2
6
）

	●	

小
さ
な
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
今
年
は
昭
和
100
年
で
す
！
」

時
1
月
15
日（
水
）～
2
月
1６
日（
日
）い
ず
れ

も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

時
2
月
14
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
40
分　
所

中
央
公
民
館　
定
抽
50
人　
講
伊
達
深
雪
さ
ん

（
学
校
図
書
館
司
書
）　
《
申
込
期
間
》1
月
15
日

（
水
）～
2
月
3
日（
月
）　
申
◎
学
校
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
＝
申
込
期
間
内
に
、
各
学
校
へ
。
◎
そ

れ
以
外
の
人
＝
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
申

込
期
間
内
に
、
E
メ
ー
ル（
件
名
に「
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
参
加
申
込
」と
記
入
）で
、
学

校
教
育
課（

gakkoukyouikuka@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

宇
治
セ
レ
ク
ト
シ
ネ
マ

「
夜
明
け
の
す
べ
て
」

時
2
月
9
日（
日
）◎
午

前
10
時
半
～（
開
場
は
午

前
10
時
～
）◎
午
後
２
時

～（
開
場
は
午
後
１
時
半

～
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル　
￥
◎
前
売
券
＝
800
円
◎
当
日
券
＝
千

円（
全
席
自
由
）

高
嶋
ち
さ
子 w

ith
Super C

ellists

時
７
月
27
日（
日
）午
後

２
時
～（
開
場
は
午
後
１

時
15
分
～
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
￥

前
売
券
＝
7
8
0
0
円（
全
席
指
定
）　
他
未

就
学
児
入
場
不
可　
《
チ
ケ
ッ
ト
先
行
発
売
日
》

２
月
２
日（
日
）午
前
10
時
か
ら（
電
話
予
約
・

オ
ン
ラ
イ
ン
は
午
後
1
時
か
ら
）

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
25
人　
講
華

学
和
博
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）　
持
飲
み

物
、
タ
オ
ル　
申
1
月
1６
日（
木
）午
前
9
時
か

ら
、
電
話
で
同
館
へ
。

	●	

パ
ソ
コ
ン
教
室	「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

音
楽
入
り
思
い
出
ア
ル
バ
ム
作
成
！
」

時
2
月
7
日（
金
）�・
14
日（
金
）・
21
日（
金
）・

28
日（
金
）①
午
後
2
時
～
4
時
②
午
後
７
時
～

９
時　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
１
コ
ー

ス（
4
回
）参
加
可
能
な
人　
定
先
8
人　
講
湯

上
裕
之
さ
ん（
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）　
持
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
持
込
可
能
者
の

み
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト2013

以
降
の
搭
載

必
須
）　
他
パ
ソ
コ
ン
貸
出
可　
申
1
月
1６
日

（
木
）午
前
10
時
か
ら
、
電
話
で
、
同
館
へ
。

	●	

暮
ら
し
の
整
え
方
レ
ッ
ス
ン

～
苦
手
な
片
付
け
を
克
服
！
～

時
2
月
17
日（
月
）午
後
2
時
～
4
時　
定
先
30

人　
講
日
浦
弘
子
さ
ん（m

juk

代
表
）　
持
筆

記
用
具　
申
1
月
1６
日（
木
）午
前
10
時
か
ら
、

電
話
で
、
同
館
へ
。

	●	

腸
活
講
座　
誰
も
が
訪
れ
る
老
化

～
あ
な
た
だ
け
の
老
化
タ
イ
プ
を
知
っ

て
腸
か
ら
老
化
を
遠
ざ
け
よ
う
～

時
2
月
18
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
30
人　
講
ア

ン
ナ
さ
ん（
腸
活
専
門
店Aureau

代
表
）　

申
1
月
17
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
で
、

同
館
へ
。

	●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

時
3
月
4
日（
火
）午
前
11
時
～
午
後
2
時　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
抽
8
人　

内
根
菜
と
豚
バ
ラ
肉
の
旨
み
た
っ
ぷ
り
パ
ス

タ
、
さ
つ
ま
芋
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ　
講
松
野
陽
さ

ん（
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
教
授
）　
￥
500
円　
持

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん（
台

拭
き
、
食
器
用
）　
申「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン

グ
申
込
」・
氏
名
・
住
所
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）

番
号
を
、
2
月
5
日（
水
）ま
で（
必
着
）に
、
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口
へ
。

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

《
共
通
》他
保
育
あ
り（
①
③
＝
６
カ
月
～
小
学

３
年
生
②
＝
６
カ
月
～
就
学
前
）　
問
同
セ
ン

タ
ー（

39
・
9
3
7
7　

FAX
39
・
9
3
7
8　

ouboyum
eria@

city.uji.kyoto.jp

）

①	

多
様
な
働
き
方
推
進
セ
ミ
ナ
ー「
好
き

を
仕
事
に
し
て
起
業
・
副
業
す
る
！
」

時
内
①
2
月
7
日（
金
）午
後
６
時
半
～
８
時
半

＝
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
講
座
②
1６
日（
日
）午

後
1
時
半
～
3
時
半
＝
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
魅

力
の
伝
え
方
と
S
N
S
活
用
講
座　
定
抽
30

人　
講
福
永
涼
人
さ
ん（〈
有
〉コ
コ
ロ
・
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
社
長
）　
申
講

座
名
・
参
加
希
望
日
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住

所
・
連
絡
先（
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）、
保
育
希
望
者
は
子
の
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢（
0
歳
は
月
齢
）を
、
各
開
催
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

②	

市
民
企
画
サ
ポ
ー
ト
事
業	　
体
験
談
の

チ
カ
ラ
～
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
回
復

さ
せ
る「
自
助
グ
ル
ー
プ
」と
は
？
～

時
2
月
20
日（
木
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
定

先
50
人　
講
廣
兼
元
太
さ
ん（
広
兼
医
院
院

長
）、
府
断
酒
平
安
会
会
員
と
家
族　
申
1
月

1６
日（
木
）～
2
月
13
日（
木
）に
、
電
話
・
E

メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	

③	

市
民
企
画
サ
ポ
ー
ト
事
業

「
な
ぜ
、
鬱
に
な
る
の
？
～
う
つ
症
状

c瀬尾まいこ/2024「夜明けのすべて」製作委員会

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

文
化・芸
術・

歴
史

人
権・平
和

11 10
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源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45
‐
26

39
・
9
3
0
0
FAX
39
・
9
3
0
1

源
氏
寄
席－
笑
う
門
に
は
フ
グ
来
る－

　
古
典
落
語
の
中
か
ら
、
蔦
重
版
の
噺
本
と
も

関
連
す
る「
ふ
ぐ
鍋
」を
取
り
上
げ
、
実
演
と
そ

の
解
説
、
対
談
を
行
い
ま
す
。

時
2
月
9
日（
日
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け
付

け
は
午
後
1
時
半
か
ら
）　
所
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム　
定
抽
80
人　
講
中
川
桂
さ
ん（
二
松
学

舎
大
学
教
授
）、
林
家
染
左
さ
ん（
落
語
家
）　
￥

600
円　
申「
源
氏
寄
席
」・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
1
月
31
日（
金
）

ま
で（
必
着
）に
、
往
復
ハ
ガ
キ（
持
参
の
場
合
は
、

返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
）・
E
メ
ー
ル（

kozam
useum

@
city.uji.kyoto.jp

）
で
同

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。
※
1
枚
の
は
が
き
に
つ
き
1

人
ま
で
。
各
申
込
方
法
で
の
重
複
応
募
不
可
。

産
業・消
費
生
活・求
人

マ
ル
宇
・
マ
ル
経
を
利
用
者
へ
利
子

補
給
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

　
該
当
者
へ
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す（
6

年
11
月
～
12
月
に
借
入
し
た
人
は
1
月
下
旬
）。

申
２
月
7
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
産
業
振
興

課
へ
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
申
請
書

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
同
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ス
テ
京
都
南

職
業
適
性
診
断
＆
個
別
相
談
会

時
２
月
17
日（
月
）午
後
１
時
半
～
５
時　
所
産

業
会
館�

対
15
～
49
歳
で
仕
事
に
就
い
て
い
な

い
人
と
家
族　
定
先
10
人（
１
人
約
40
分
程
度
）　

内
適
職
診
断
、
就
職
支
援
の
ア
ド
バ
イ
ス　
申

２
月
15
日（
土
）ま
で
に
、
電
話
で
、
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・

5
3
8
0
）へ
。

公
民
館
等
管
理
員（
会
計
年
度
任
用

職
員
）募
集

《
勤
務
内
容
》公
民
館
等
の
施
設
管
理（
事
務
作

業
を
含
む
）　
《
任
用
期
間
》４
月
１
日
～
９
月

30
日（
更
新
あ
り
）　
《
勤
務
時
間
》午
前
８
時
半

～
午
後
10
時
の
う
ち
指
定
す
る
時
間　
《
勤
務

地
》◎
公
民
館
◎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
《
報
酬

（
時
間
額
）》1
1
0
4
円（
交
通
費
・
賞
与
支

給
あ
り
）　
《
募
集
人
数
》若
干
名　
《
選
考
方

法
》面
接　
申
市
販
の
履
歴
書（
要
写
真
）を
、

１
月
31
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
か
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治

市
宇
治
琵
琶
45－

14　

39
・
9
5
0
0
）へ
。

東
宇
治
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集（
正
職
員
）

《
資
格
》社
会
福
祉
士
ま
た
は
主
任
介
護
支
援
専

門
員　
《
勤
務
日
》4
週
8
休（
日
曜
日
は
原
則

休
み
。
夏
期
・
冬
期
休
暇
あ
り
）　
《
勤
務
時

間
》午
前
8
時
半
～
午
後
５
時
半　
《
勤
務
地
》

東
宇
治
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
《
募
集

人
数
》１
名　
申
1
月
15
日（
水
）か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー（

33
・
8
2
7
0
）へ
。

社
会
福
祉
協
議
会　

短
時
間
勤
務
嘱

託
職
員（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
）の

募
集

《
勤
務
内
容
》◎
総
合
福
祉
会
館
夜
間
管
理
業
務

◎
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー　
《
資
格
》普
通
自
動
車
免
許（
AT
限
定
可
）　

《
採
用
予
定
日
》3
月
1
日　
《
募
集
人
数
》各
1

人　
《
選
考
方
法
》面
接　
申
１
月
15
日（
水
）か

ら
、
電
話
で
、
同
協
議
会
へ
。
条
件
等
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

催
し

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
2
8
1
）

	●	

こ
ど
も
学
び
の
広
場

フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

時
2
月
15
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時　
対
市

内
在
住
の
小
・
中
学
生（
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
要
同
伴
）　
定
先
10
人　
申
1
月
31
日

（
金
）ま
で
に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
1
8
5
）

	●	

手
作
り
教
室

「
竹
あ
か
り
作
り
に
挑
戦
！
」

時
2
月
8
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午　
対
18
歳

以
上　
定
先
15
人　
講
八
幡
た
け
く
ら
ぶ
の
皆

さ
ん　
￥
800
円　
持
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
軍

手　
申
１
月
1６
日（
木
）午
前
10
時
か
ら
、
参
加

費
を
添
え
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

西
宇
治
公
園

問
同
公
園（

39
・
9
2
5
1
）

	●
親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

時
2
月
1
日（
土
）・
８
日（
土
）・�

15
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
6
時
半
～
8
時
半　
対
小
学
3

年
生
以
上
の
子
と
保
護
者
、
小
学
4
年
生
以
上

の
子
ど
も
ペ
ア　
定
先
10
組
程
度　
￥
1
組

2
4
0
0
円（
全
3
回
）　
申
1

月
1６
日（
木
）午
前
9
時
か
ら
、

電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
同
公
園
へ
。

	●
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操

時
2
月
5
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時
半　
対
1

歳
半
～
3
歳
の
子
と
保
護
者　
定
20
組
程
度　

￥
1
組
500
円　
持
室
内
履
き　
申
初
参
加
者

は
、
電
話
で
、
同
公
園
へ
。

黄
檗
公
園

《
共
通
》申
1
月
1６
日（
木
）～
2
月
7
日（
金
）

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら　
問

同
公
園（

39
・
9
2
4
9
）

	●	

古
武
術
の
動
き
か
ら
学
ぶ
身
体
操
法

～
お
と
な
ス
ポ
ー
ツ
編
～

時
2
月
8
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
半　
講
高

橋
佳
三
さ
ん（
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
教

授
）　
￥
千
円　
持
グ
ラ
ブ
、
バ
ッ
ト
な
ど

	●
黄
檗　
親
子
ス
ポ
ー
ツ
広
場

時
2
月
8
日（
土
）午
後
1
時
～
4
時　
対
市
内

在
住
の
３
歳
～
小
学
３
年
生
の
子
と
保
護
者　

定
先
150
人　
持
上
履
き

人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向

け
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の
実
施

時
2
月
14
日（
金
）午
後
１
時
半
～
３
時　
所
中

央
図
書
館　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

定
先
12
人　
内
電
源
の
つ
け
方
等
の
基
本
操
作　

講
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー　
他
デ
モ
機
で
の
受
講　
申
1
月
1６
日

（
木
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　
詳
し
く
は
同
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
出
来

ま
す
。
展
示
会
・
講
習
会
等
に
は
入
園
料
が
必
要

で
す
。
毎
週
土
曜
日
は
市
内
の
小
・
中
学
生
の
入

園
は
無
料
で
す
。
宇
治
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の

人
は
入
園
無
料
で
す（
要
公
的
証
明
提
示
）。

1
・
2
月
の
展
示
会

	●	

カ
カ
オ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ち
ょ
っ
と

コ
ー
ヒ
ー
展

時
１
月
18
日（
土
）～
２
月
1６
日（
日
）

２
月
の
講
習
会

申
開
催
日
の
１
カ
月
前
か
ら
、
電
話
か
同
公
園

窓
口
へ
。

	●	

バ
ラ
を
楽
し
も
う
の
会
⑦ 

～
バ
ラ
の
あ
る
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
～

時
２
月
15
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
半　
定
先

20
人　
￥
千
円

	●
ひ
な
祭
り
の
飾
り
を
作
っ
て
み
よ
う

時
２
月
23
日（
日
）午
前
10
時
～
11
時
半　
定
先

15
人　
￥
1
5
0
0
円

	●
南
西
諸
島
の
絶
滅
危
惧
植
物

時
３
月
２
日（
日
）午
後
１
時
半
～
３
時　
定
先

30
人

節
分
イ
ベ
ン
ト

時
２
月
２
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入

園
は
午
後
４
時
ま
で
）　
内
◎
節
分
飾
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
有
料
）◎
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
ま

き
◎
自
由
参
加
型
ク
イ
ズ

見
頃
の
植
物

《
園
内
》パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
ハ
ナ
ナ
、
カ
ン

ツ
バ
キ
、
寒
桜
類
、
フ
サ
ザ
キ
ス
イ
セ
ン
、
ロ

ウ
バ
イ

《
温
室
》カ
リ
ア
ン
ド
ラ
、
ド
ン
ベ
ヤ
、
コ
チ
ョ

ウ
ラ
ン
な
ど
の
ラ
ン
類
、
カ
カ
オ
ノ
キ（
実
）

住
ま
い・環
境・資
源

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
会

時
2
月
1
日（
土
）午
前
9
時
40
分
～
10
時
半（
◎

試
乗
＝
午
前
９
時
40
分
～
◎
抽
選
＝
午
前
10
時

～
）　
所
市
役
所
北
玄
関
前　
￥
６
千
円
～（
別

途
防
犯
登
録
料
600
円
）　
他
販
売
台
数
は
10
台
程

度
。
１
人
１
台
限
り
。
雨
天
決
行
。
売
り
切
れ
次

第
終
了
。　
問
市
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
協

議
会
事
務
局「
同
胞
の
家
」（

20
・
4
0
8
0
）

天
ケ
瀬
墓
地
公
園
合
葬
式
墓
地

出
張
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
墓
じ
ま
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

時
所
◎
2
月
5
日（
水
）＝
槇
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
◎
13
日（
木
）＝
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◎
18
日（
火
）＝
木
幡
公
民
館
◎

2６
日（
水
）＝
西
大
久
保
集
会
所
、
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
11
時（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
半
～
）　

定
先
30
人　
申
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
日
・

希
望
会
場
を
、
1
月
1６
日（
木
）～
各
開
催
日
前

日
に
、
電
話
・
E
メ
ー
ル
で
環
境
企
画
課（

kankyoukikakuka@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

そ
の
他

▲専用フォーム

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

そ
の
他

住
ま
い・

環
境・資
源

催
し

産
業・消
費 

生
活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

13 12

記号の説明 時＝日時��所＝場所��対＝対象��定＝定員��抽＝締め切り後抽選��先＝先着で受け付け��内＝内容��講＝講師��￥＝参加費・受講料���
持＝持ち物��他＝その他��申＝申込方法��問＝問い合わせ先��※次の場合は記載していません�（対だれでも�定なし�￥無料�申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）�※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。�■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

https://uji-citypark.jp/pages/184/
mailto: kozamuseum@city.uji.kyoto.jp
mailto: kankyoukikakuka@city.uji.kyoto.jp


1月16日～2月28日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

笠取・炭山
1/30、2/21 炭山（吹越除く） 1/31、2/25 池尾、炭山（吹越のみ）
1/17、2/7 笠取、二尾

六地蔵 1/28、2/19 六地蔵(ＪＲ以西) 2/5・28 六地蔵(ＪＲ以東)

木　幡 1/28、2/19 木幡（ＪＲ以西） 2/5・28 木幡（ＪＲ以東）

五ケ庄
1/31、2/25 日皆田、一里塚、戸ノ内、瓦塚、梅林、谷前、野添 2/4・27 五ケ庄(ＪＲ以東)
1/27、2/18 西田、北ノ庄、古川、大林、芝ノ東（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平野（ＪＲ以西）、折坂（ＪＲ以西）､福角(ＪＲ以西）

莵　道
1/31、2/25 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
2/3・26 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）
2/4・27 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼上り

宇　治・�
白　川・�
志津川　

1/31、2/25 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本 2/3・26 志津川
1/22、2/13 白川、金井戸 1/23、2/14 野神、大谷（権現町除く）、蔭山、半白
1/22、2/10 蛇塚 1/22、2/17 池森

1/24、2/17 壱番、弐番、天神、米阪、矢落、若森、宇文字、戸ノ内、樋ノ尻

1/27、2/18 琵琶、善法、東山、大谷（権現町のみ）、下居、里尻（ＪＲ以北）、小桜
1/28、2/19 妙楽、里尻（ＪＲ以南）、蓮華、塔川

神　明・�
開　町・�
羽拍子町

2/4・27 開町、宮北（63～70番地） 1/20、2/10 宮東、宮西、羽拍子町
1/21、2/12 宮北（63～70番地を除く）、石塚

広野町

1/31、2/25 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（ＪＲ以西）、桐生谷（ＪＲ以西）
2/3・26 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷 2/4・27 一里山、桐生谷（ＪＲ以東）、東裏（ＪＲ以東）
2/5・28 大開 1/16、2/6 小根尾、風呂垣外
1/17、2/3・26 丸山、中島

大久保町 1/31、2/25 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 2/3・26 久保（ＪＲ以東）

槇島町

1/29、2/20 千足、三十五 1/30、2/21 二十四、十八、目川、本屋敷、十一、清水
1/31、2/25 中川原、吹前、石橋、郡、島前、五才田、月夜 2/3・26 南落合、大川原、落合、西鴫沢
2/5・28 一ノ坪 1/27、2/18 薗場
1/28、2/19 大幡、北内、門口、幡貫

小倉町
2/3・26 新田島 2/4・27 南浦、南堀池、西浦

2/5・28 老ノ木、寺内、天王、久保、春日森 1/17、2/7 山際、神楽田（近鉄以東）、西山
1/16、2/6 蓮池、堀池 1/22、2/13 東山、中畑

伊勢田町・�
安田町

1/16、2/6 遊田、砂田、浮面、毛語、井尻、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山、中遊田、西遊田、安田町
1/17、2/7 北山、若林、大谷 1/20、2/13 中山

納期限

● 1月 31日� 後期高齢者医療保険料第 7期納期限
介護保険料第 8期納期限��
国民健康保険料第 8期納期限
市府民税４期納期限

1月下旬・2月の行事予定

● 1月 26日　�文化財防火デー
● 2月 7日　��北方領土の日
※この他、来月の行事の一部は市政だよりに掲載しています。

7
年
度
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

の
登
録
申
請

申
所
定
の
申
請
書
類
を
、
1
月
15
日（
水
）～
31

日（
金
）に
市
学
校
給
食
会
事
務
局（
学
校
管
理

課
内
）へ
。
登
録
条
件
等
、
詳
細
は
同
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

府
政
を
見
る
会

時
2
月
17
日（
月
）午
前
8
時
～
午
後
5
時　
所

集
合
は
市
役
所
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー（
バ
ス
で

移
動
）　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定

先
25
人　
内
府
議
会
の
傍
聴
と
施
設
見
学　
他

昼
食
は
各
自　
申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、

１
月
15
日（
水
）～
２
月
７
日（
金
）に
、
電
話
・

E
メ
ー
ル
か
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
窓
口

（

senkyokanri@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
、
当
日
よ
り
市
役
所
1
階
の
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
出
来
ま
す
。
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
等
が
必
要
な
人
は
事
前
に
担
当

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

	●	

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
開
催
に
つ
い
て

時
2
月
20
日（
木
）午
後
2
時
～
4
時　
所
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
第
2
ホ
ー
ル　
定
先
5
人　
内

6
年
度
4
～
12
月
の
運
営
状
況（
報
告
）、
7
年

度
の
運
営
方
針（
協
議
）　
申
当
日
、
午
後
1
時

半
～
1
時
50
分
に
開
催
場
所
受
け
付
け
へ
。　

問
長
寿
生
き
が
い
課

	●	

近
鉄
小
倉
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
推
進
会
議
の
傍
聴

　
開
催
日
時
・
場
所
、
受
付
時
間
等
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
２
月
中　
定
先
10
人
程
度　
内
近
鉄
小
倉
駅

周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
の
検
討
に
つ
い
て　
申
当
日
、

時
間
に
開
催
場
所
受
け
付
け
へ
。　

問
都
市
計
画
課

相
談

	●	

京
都
弁
護
士
会

南
部
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

時
2
月
7
日（
金
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

所
４
階
402
会
議
室　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人　
定
先
6
組（
１
組
30
分
以
内
）　
内
相

続
、
離
婚
、
遺
言
、
交
通
事
故
等　
講
京
都
弁

護
士
会
所
属
弁
護
士　
申
1
月
1６
日（
木
）～
2

月
6
日（
木
）に
、
電
話
で
、
市
民
協
働
推
進
課

市
民
相
談
係
へ
。

	●
市
民
の
暮
ら
し
無
料
相
談
会

時
2
月
12
日（
水
）午
後
1
時
～
4
時（
受
け
付

け
は
午
後
３
時
半
ま
で
）　
所
府
山
城
広
域
振

興
局（
宇
治
若
森
）　
定
先
6
組（
１
組
30
分
以

内
）　
申
1
月
1６
日（
木
）～
2
月
10
日（
月
）に
、

電
話
で
、
府
行
政
書
士
会
第
７
支
部（

070
・

8
5
3
7
・
1
3
0
5
）へ
。

	●
行
政
相
談

時
2
月
20
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

所
６
階
602
会
議
室　
問
市
民
協
働
推
進
課
市
民

相
談
係

	●
オ
ン
ラ
イ
ン
里
親
相
談

時
2
月
21
日（
金
）午
後
1
時
～

4
時　
問
京
都
府
宇
治
児
童
相

談
所（

44
・
3
3
4
0
）

	●
出
張
が
ん
個
別
相
談

時
2
月
12
日（
水
）午
後
１
時
半
～
３
時
半　
所

山
城
北
保
健
所（
宇
治
若
森
）　
他
府
が
ん
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
お
よ
び
対
面
相

談
を
、
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
4
時
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー（

0
1
2
0
・
078
・
394
）へ
。

	●
人
権
相
談

時
2
月
6
日（
木
）◎
午
前
10
時
～
正
午
◎
午
後

1
時
～
3
時　
所
市
役
所
5
階
501
会
議
室　
問

人
権
啓
発
課

	●
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
デ
イ（
個
別
相
談
会
）

時
2
月
4
日（
火
）◎
午
後
１
時
～
2
時
20
分
◎

午
後
2
時
半
～
3
時
50
分　
所
産
業
会
館　
対

地
域
活
動
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
し
て
み
た

い
人　
定
先
各
1
組　
講
高
橋

博
樹
さ
ん（
N
P
O
法
人
テ
ダ

ス
理
事
長
）　
申
電
話
で
、
市
民

協
働
推
進
課
へ
。

	●
就
労
相
談

時
2
月
3
日（
月
）・
17
日（
月
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
～
11
時
半　
所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ

ビ
ー　
申
開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に
、
電
話

で
、
産
業
振
興
課
へ
。　
問
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
3
8
0
）

	●
空
き
家
無
料
相
談
会

時
２
月
14
日（
金
）◎
午
前
10
時
～
正
午
◎
午
後
１

時
～
３
時　
所
市
役
所
５
階
501
会
議
室　
内
◎
相

続
や
登
記
に
関
す
る
こ
と（
午
前
の
み
）◎
改
修
や

解
体
に
関
す
る
こ
と（
午
後
の
み
）◎
不
動
産
取
引

に
関
す
る
こ
と　
申
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー

ル
で
住
宅
課（

21
・
0
4
1
8　
FAX
21
・
0
4
1

0

akiyataisaku@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

献
血
日
程

時
２
月
９
日（
日
）◎
午
前
10
時
～
11
時
45
分
◎

午
後
１
時
～
４
時　
所
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東　

問
健
康
づ
く
り
推
進
課

▲詳細はこちら

※一部地区割を変更していますので、ご注意ください。

▲市ホームページ

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

そ
の
他

税・年
金・

保
険

相
談

▲市ホームページ

安
全・安
心

15 14

記号の説明 時＝日時��所＝場所��対＝対象��定＝定員��抽＝締め切り後抽選��先＝先着で受け付け��内＝内容��講＝講師��￥＝参加費・受講料���
持＝持ち物��他＝その他��申＝申込方法��問＝問い合わせ先��※次の場合は記載していません�（対だれでも�定なし�￥無料�申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）�※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。�■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/73/69927.html
https://www.pref.kyoto.jp/kateishien/satooya.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/shiminkyodo-johohashin/75105.html
mailto: akiyataisaku@city.uji.kyoto.jp
mailto: senkyokanri@city.uji.kyoto.jp


広
報 う
じ

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

 読
売

中
央

販
売（

株
）

06-6315-5751
へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

	
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右の二次元コードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779

宇治市 
ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

広報ＳＮＳ  手続きなど各種問い合わせは、市
ホームページで「ちはや姫（ＡＩ
チャットボット）」が 365 日 24 時
間お答えします♪

　幼少期から聞こえづらい人や、音は聞こえても何
を言っているかわからなかったり、歪んで聞こえた
り、高音が聞き取れない、また、病気や事故などで
聞こえにくくなった人を難聴者・中途失聴者といい
ます。補聴器はこのように耳が聞こえにくくなっ
た人のためのものです。補聴器を使っている人へ
の配慮として、
・口元を見せて、「ゆっくり」「はっきり」「区切っ　				
　て」話すようにする
・	必要以上に大きな声で話しかけない
などがあります。補聴器は聴力に応じて音を調節
しているため、必要以上の大きい声で話されると逆
に聞き取りにくくなってしまいます。
　声の大きさよりもゆっくり、はっきり話すことが
大切です。聞こえにくさにより、他者とのコミュニ
ケーションが取りづらくなり、日常生活も耳からの
情報だけでは困難になるため、音声情報だけでな
く、身振りや指差し、筆談などの視覚情報の対応が
あると具体的に伝わりやすくなります。
　情報のバリアをなくしていくことが難聴者を含
めた多様な人とのコミュニケーションの取りやす
さにつながるといいですね。

治
市
政
だ
よ
り
1月
15日

号
令

和
7年（

2025年
）1月

15日
発

行
 第

1952号

それ本当に公式サイト！？

テレビの具合が悪くなったの
で、メーカー名でのインター
ネット検索で一番上に出てきた
サイトに相談をしました。解決
に必要と言われた500円をクレ
ジットカードで支払いました
が、翌月、明細に見知らぬ業者
から数千円の請求がありまし
た。なぜでしょうか。

Q

　　500円を支払うことで、メーカーとは無関係の専門家相
談サイトとのサブスク契約になっていたようです。多くの場
合、インターネット検索で一番上に出てくるのは広告サイト
で、検索結果は広告サイトより下に出てきます。広告サイト
には、横に小さい字で「AD（ａｄ）」「広告」「i」などと書いてあ
るのでよく確認しましょう。

Ａ

サブスク（サブスクリプション）契約とは定額料金を
支払うことで一定期間商品やサービスを利用できる
という契約です。解約に困った時は消費生活センタ

　　ーへご相談ください。

宇治史探検 169
知る人ぞ知る宇治の豆知識をお話しします。 　

天
正
３（

　
天
正
３（
1
5
7
5

1
5
7
5
）年
６
月
６
日
、
薩
摩（
現

）年
６
月
６
日
、
薩
摩（
現

在
の
鹿
児
島
県
）の
武
将
島
津
家
久
が
宇
治
を
訪

在
の
鹿
児
島
県
）の
武
将
島
津
家
久
が
宇
治
を
訪

れ
ま
す
。
遠
路
は
る
ば
る
念
願
の
伊
勢
参
り
を

れ
ま
す
。
遠
路
は
る
ば
る
念
願
の
伊
勢
参
り
を

果
た
し
た
、
そ
の
帰
り
道
の
こ
と
で
し
た
。

果
た
し
た
、
そ
の
帰
り
道
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
等
院
な
ど
宇
治
名
所
を
め
ぐ
っ
た
あ
と
、

　

平
等
院
な
ど
宇
治
名
所
を
め
ぐ
っ
た
あ
と
、

「
横
三
間
、
た
て
十
七
間
」の
橋
を
渡
り
槇
島
へ
。

「
横
三
間
、
た
て
十
七
間
」の
橋
を
渡
り
槇
島
へ
。

「
古
田
賀
兵
衛
入
道
玄
良（
ふ
る
た
が
へ
い
に
ゅ

「
古
田
賀
兵
衛
入
道
玄
良（
ふ
る
た
が
へ
い
に
ゅ

う
ど
う
げ
ん
り
ょ
う
）」方
を
訪
れ
、
酒
食
や
茶

う
ど
う
げ
ん
り
ょ
う
）」方
を
訪
れ
、
酒
食
や
茶

の
湯
の
も
て
な
し
を
受
け
ま
す
。
し
か
も
帰
り

の
湯
の
も
て
な
し
を
受
け
ま
す
。
し
か
も
帰
り

は
舟
で
送
っ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。
舟
に
も
酒

は
舟
で
送
っ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。
舟
に
も
酒

が
持
ち
込
ま
れ
、
一
緒
に
乗
っ
た
地
元
衆
の
ひ

が
持
ち
込
ま
れ
、
一
緒
に
乗
っ
た
地
元
衆
の
ひ

と
り
が
舞
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
舟
か
ら

と
り
が
舞
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
舟
か
ら

は
、
伏
見
や
巨
椋
の
入
江
、
木
幡
と
い
っ
た
古

は
、
伏
見
や
巨
椋
の
入
江
、
木
幡
と
い
っ
た
古

く
か
ら
歌
に
詠
ま
れ
た
名
所
も
見
通
せ
た
そ
う

く
か
ら
歌
に
詠
ま
れ
た
名
所
も
見
通
せ
た
そ
う

で
す（「
中
書
家
久
公
御
上
京
日
記
」よ
り
）。

で
す（「
中
書
家
久
公
御
上
京
日
記
」よ
り
）。

　
文
禄
３（

　
文
禄
３（
1
5
９
４

1
5
９
４
）年
ご
ろ
に
豊
臣
秀
吉
が

）年
ご
ろ
に
豊
臣
秀
吉
が

太
閤
堤
を
築
く
ま
で
、

太
閤
堤
を
築
く
ま
で
、

か
つ
て
の
宇
治
川
は
、

か
つ
て
の
宇
治
川
は
、

宇
治
橋
下
流
で
す
ぐ
に

宇
治
橋
下
流
で
す
ぐ
に

西
へ
向
か
う
ほ
か
、
い

西
へ
向
か
う
ほ
か
、
い

く
つ
か
に
分
か
れ
て
巨

く
つ
か
に
分
か
れ
て
巨

椋
の
入
江
に
そ
そ
ぎ
、

椋
の
入
江
に
そ
そ
ぎ
、

あ
ち
こ
ち
に
中
州
が
見

あ
ち
こ
ち
に
中
州
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、

宇
治
川
左
岸
沿
い
に
見

宇
治
川
左
岸
沿
い
に
見

ら
れ
る
槇
島
、
蛭
子
嶋

ら
れ
る
槇
島
、
蛭
子
嶋

神
社
、
向
島
と
い
っ
た

神
社
、
向
島
と
い
っ
た

「
島
」の
つ
く
地
名
な
ど

「
島
」の
つ
く
地
名
な
ど

は
、
そ
の
名
残
で
す
。

は
、
そ
の
名
残
で
す
。

家
久
の
日
記
に
は
、
今

家
久
の
日
記
に
は
、
今

で
は
地
続
き
の
槇
島
へ
、

で
は
地
続
き
の
槇
島
へ
、

橋
を
渡
っ
て
い
っ
た
と

橋
を
渡
っ
て
い
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
太

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
太

閤
堤
が
築
か
れ
る
以
前

閤
堤
が
築
か
れ
る
以
前

の
水
辺
の
景
観
が
う
か

の
水
辺
の
景
観
が
う
か

が
え
る
貴
重
な
記
録
で

が
え
る
貴
重
な
記
録
で

す
。
す
。

問
歴
史
資
料
館（

歴
史
資
料
館（

３９
・・
９
２
６
０

９
２
６
０
））

橋
を
渡
り
槇
島
へ

問消費生活センター（ 20-8796）20-8796）

こんなときどうする？

▲島の名を今に伝える蛭子嶋神社（左：本殿　右：鳥居前　）宇

補聴器をつける人はどんな人？

0302 03

01 歴史お茶

共生 ●●なるほど ろう文化

（ 21-0419 21-0419 FAX 22-7117）問障害福祉課 

各課からのコラムをご紹介！

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/6841.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/32796.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/
mailto: obokoho@city.uji.kyoto.jp



